
     

 

給与支払報告書の作成・提出について 

 

市民税・県民税に関して平素から格別のご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

次のことにご注意のうえ、令和９年２月１日までに給与支払報告書のご提出をお願いいたします。 

 

１ 今年の変更点について  

【税務署への源泉徴収票提出は不要に】 

●令和９年１月以後は市町村へ給与支払報告書をご提出いただくことで、税務署へ源泉徴収票を提出し

たものとみなされるため、税務署への別途提出が不要となりました。 

 

【電子提出義務の対象が『30枚以上』に拡大】 

●源泉徴収票の枚数が30枚以上の給与支払者は、eLTAXまたは光ディスクによる電子データでの提出

が義務付けられます（従来の「100枚以上」から対象が大幅に拡大されます）。 

 

２ 給与支払報告書の提出に際しての注意点について  

 本市からの送付物  

●給与支払報告書（総括表） 

※eLTAXから電子提出している、または汎用の総括表を使っている給与支払者には送付していません。 

※給与支払報告書（個人別明細書）は本市のホームページにある様式をご利用ください。高岡市役所

２階市民税課窓口でも配布しています。 

 提出期限  

●令和９年２月１日 （※提出期限にかかわらず、早期提出にご協力をお願いします。） 

 提出範囲  

●令和９年１月１日現在、本市在住の令和８年中に給与を支払った従業員（パート、アルバイト、専従

者含む）令和８年の途中に退職した人の分も提出してください。 

※退職した人で給与支払額が30万円以下の場合は、提出をしないこともできることになっていますが、

公平・適正課税の観点から提出にご協力ください。提出がない場合、従業員の所得課税証明書が発

行できないなど影響が出ることがあります。 

 提出方法  

●紙による提出（スキャンするためホチキスは使用しないでください。） 

下記の順番でまとめ、郵送又は窓口にて提出してください。 

            

 

退職者を含む給与から特別徴収できない人の 

個人別明細書 

普通徴収切替理由書（兼仕切紙） 

給与から特別徴収できる人の 

個人別明細書 

総括表 
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●データによる提出義務 

税務署へ提出した令和６年分の源泉徴収票が30枚以上であった場合、令和9年1月以降に各市町村へ

提出する給与支払報告書はeLTAX（電子申告）又は光ディスクによる提出が義務づけられています。 

 

【推奨】eLTAXにより提出する場合 

詳しくは、「給与支払報告書等の提出に係る特設ページ」をご覧ください。 

https://www.lta.go.jp/news/01124 

 

光ディスク（CD、DVD等）により提出することも可能です。 

総務省通知形式CSVファイルを書面の総括表と併せて提出してください。 

 

３ 総括表・普通徴収切替理由書について  

総括表は、個人別明細書を「従業員の住んでいる市町村ごとに分けること」、「提出する人数の確認を

すること」、「給与支払者の所在地等の変更を知らせること」を目的としています。 

 記入方法  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ➊ 給与支払者の法人番号 13 桁、個人事業主の個人番号は右詰め 12 桁で記入してください。 

  ➋ 個人事業主の場合はフルネーム（屋号はカッコ書き）を記入してください。  

  ➌ 給与支払者が法人の場合、代表者氏名を記入してください。 

  ➍ 問い合わせに対応できる担当者氏名及び連絡先を記入してください。 

  ➎ 給与支払報告書の作成を税理士等に依頼している場合はその氏名及び連絡先を記入してください。 

  ➏ 令和９年 1 月1 日現在、給与受給者の全体数（高岡市以外も含めた）を記入してください。 

  ➐ 報告人員と個人別明細書の枚数は一致します。 

令和９年 1月 1 日現在、高岡市在住で令和８年中に給与を支払った人について、令和９年度の市民

税・県民税を給与から特別徴収できる人とできない人を分けて記入してください。給与から特別徴

収できない人がいる場合は、必ず「普通徴収切替理由書（兼仕切紙）」を記入してください。 

  ➑ 高岡市が指定している特別徴収の指定番号と給与支払者の名称を記入してください。 

  ➒ ➐の「⑪普通徴収（退職者）、⑫普通徴収（退職者を除く）」の2 つの欄に記入した普通徴収対象者

の人員について、普通徴収切替理由ごとの内訳を記入してください。また、普通徴収合計人数が、

➐の「⑪普通徴収（退職者）、⑫普通徴収（退職者を除く）」の 2 つの欄に記入した人数の合計と一

致しているか確認してください。 
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４ 個人別明細書について  
 
 記入方法  

 
詳細につきましては国税庁ホームページ「年末調整がよくわかるページ」をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意事項  
次の記入が漏れている場合、電話確認させていただいたり再提出をお願いしたりすることがあります。 
➊摘要欄 
 ・普通徴収の場合、該当する符号「普A～E」を記入してください。摘要欄に符号の記入がない場合、

又は普通徴収切替理由に該当する理由がない場合、原則、特別徴収とさせていただきます。 
 ・前職分を合算した場合は、退職日、給与等の支払者名、所在地、支払金額、社会保険料、源泉徴収

税額を記入してください。（記入がないと前職分が二重計上されてしまうため） 
 ・年末調整時、給与所得者の扶養控除等（異動）申告書の「退職手当等を有する配偶者・扶養親族」

の欄に記入がある場合は、（退）に続けてその内容（氏名、生年月日等）を記入してください。 
 
➋「住宅借入金等特別控除」 
 ・新築であるのに控除区分が「03：増」や「13：増（特）」になっており、市民税・県民税の控除対

象外となってしまう事例が複数見受けられます。注意してください。 
 
➌（源泉・特別）控除対象配偶者、控除対象扶養親族等及び16歳未満の扶養親族の「氏名、フリガナ、
個人番号」を必ず記入してください。 

 
 
 

➊➡ 

 

➋➡ 

 

➌➡ 
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５ 市民税・県民税の特別徴収について  
 
 特別徴収の完全実施  

 

富山県内の全ての市町村は、平成29年度から市民税・県民税の特別徴収が完全実施となりました。原則とし

てすべての給与支払者が特別徴収義務者に指定されます。市民税・県民税の特別徴収とは、所得税の源泉徴収

と同様に、事業所（給与支払者）の方が、市民税・県民税の納税義務者である従業員（給与所得者）に代わっ

て、毎月従業員に支払う給与から市民税・県民税を天引きし、従業員の住所地の各市町村に納入していただく

制度です。納税者間の公平性、納税者の利便性等の確保を図るため、県内全ての市町村で特別徴収の実施を徹

底しますので、ご理解とご協力をお願いいたします。 
 

 特別徴収の対象となる方  
 

原則としてパート・アルバイト等を含むすべての従業員から特別徴収する必要があります。 

ただし、次の理由（普A～普E）に該当する場合は、普通徴収（従業員が自分で納付する方法）とすることが

できます。 
 

普A 常時二人以下の家事使用人のみに対し給与の支払いをする事業者 

家事使用人：ベビーシッター、家政婦等 ※事業専従者は家事使用人とは異なります。 

普B 他の事業所で、特別徴収を行っている方 

※乙欄であっても他の事業所で特別徴収されていなければ該当しません。 

普C 給与が少額で、特別徴収税額の天引きができない方 

普D 給与の支払が不定期である方 

※休職者、育児休業者もこれに該当します 

普E 退職又は退職予定の方（令和９年5月31日時点） 
 

これらの理由に該当し、普通徴収を希望する場合は、給与支払報告書提出時に「普通徴収切替理由書」と「該

当する符号（普A～普E）を摘要欄に記入した個人別明細書」をあわせてご提出ください。詳しい記入方法は、

2ページ「３ 総括表・普通徴収切替理由書について」、3ページ「４ 個人別明細書について」を参考にしてく

ださい。 

eLTAXや光ディスクにより給与支払報告書を提出する場合は、「普通徴収」の区分で提出してください。ま

た、紙による提出と同様に、摘要欄に該当する符号を必ず入力してください。 

※摘要欄に符号の入力がない場合は、「普通徴収」欄にチェックしてあっても、特別徴収とさせていただきます。 
 

 特別徴収の流れ  

 

 納期の特例  

 特別徴収税額は、通常年12回納入していただくこととなりますが、給与の支給のある従業員が常時10人未

満（他市町村も含む総人数）の特別徴収義務者は、年２回にまとめて納入する「納期の特例」を利用すること

ができます。６月分から11月分を12月10日までに、12月分から翌年５月分を６月10日までに納入すること

になります。この制度を利用するには、事前の申請が必要です。 

制度の詳しい内容や申請方法などについては、市民税課個人市民税第二係（☎0766-20-1261）へお問い

合わせください。 
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